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１．研究動機 

東北地方太平洋沖地震により福島原子力発電所の事故により、放射線汚染は大きな環境問題と

なっている。廃炉には今後数十年間を要するために、除染のための持続的な科学技術開発が不可

欠であり、放射線に対して正しく理解するための啓蒙活動が教育現場でも重要である。 

そこで、児童や生徒らの放射線に対する不安を解消し、身近な放射線について理解し、実感する

ための教材について考えるに至った。放射線測定器の仕組みを把握し、実際にそれ製作、使用す

ることにより、放射線とは何か？ 何が危険なのか？ どの値までは安全なのか？ といった疑問を

具体的かつ分かりやすく解説できるようにすることが目的である。 

２．放射線計測装置 

初めに市販されているキットを組み立て、どのように

して検出しているか仕組みを理解すことにした。今回製

作したガイガーカウンターを図１に示す。キットの検出

部の基本原理は図２のように検出部内部に封入したガ

スの成分である原子が放射線により電離され、電子をカ

ウントしているというものである。このような方法をと

ることで普段は目にすることができない放射線を間接的に観測で

きる。 

３．放射線計測と体験型学習 

製作した計測器や市販品を用いて、生活環境の色々な場所での放

射線量を計測し、自然界や人工的発生源にはどのようなものがある

か調査した。また、高校生に体験してもらい、放射線に関して抱い

ている印象や理解度についてアンケート調査した。 

４．結果と課題 

今回測定した身近な放射線は微弱であり、特定の発生源を特定し計測すること事体困難であり、

精度など課題が見出された。宇宙線などの自然界に存在する放射線を我々が日常的に照射されて

いることや、農水産物の出荷現場で放射線量の検査に要求される精度や感度についても実感する

ことができた。今後、教材として霧箱や泡箱といった計測法と結び付けて教えることも検討した

い。未来を背負う若者の興味関心を如何に引き付け、この問題は過去の問題ではなく現在、未来

の問題であるといことを理解してもらうことが大きな課題であると考えられる。 

図２ 検出原理図

図１ 計測装置概略図 
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